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金属材料技術研究所

溶接継手の疲れ強さデータシート

　疲れ試験部では現在疲れ強さデータシートの作

成業務をすすめているが，その一部として，国産

の溶接構造用圧延材料の溶接継手の疲れ特性のデ

ータシートの作成業務を行っている。これらのデ

ータは各種溶接構造物の設計ならびに材料，溶接

施工法等の選択の参考となり得るものと考えてい

る。疲れ試験の対象鋼種は，溶接構造用圧延鋼材

（JISG3106）のSM50とSM58，およぴ80キロ級高

張力鋼（HT80）で，継手型式は突合せ継手を中心

とし，そのほかリブ十字すみ肉継手，十字すみ肉

継手の試験も行っ㍍疲れ試験は荷重制御の片振

り引張り試験’である。

　また，溶接継手の疲れ試験は，その試験方法に

より得られる結果がしばしば異なることが良く知

られている。溶接継手の疲れ試験法には従来よ

りJIS規格がある机この規格は古く，現在各所

で使われている試験機ならびに試験条件には不

適当な点が多い。そこで我々は疲れ試験計画を

データシート作成に合わせて立案すると同時に，（

試験条件因子の特性が分析できるように企画し

た。従って，この試験結果はより適当な試験方ζ200

法を決めるための基礎データと成り得ると考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　揺ている。

すみ肉継手の疲れ試験データのS－Nグラフである。

図から分るように素材の板厚の効果は明らかに有

意であり，板厚の薄い方が強く，厚い方が弱い。

この傾向は継手型式によらず，どの継手にも現れ

ており，試験条件の中で最もはっきつとした効果

を持つ因子となっている。この原因は溶接部の幾

何学的形状から，板厚が大きい方が溶接止端部付

近の応力集中が強くなるためと考られる。この因

子についで試験速度の効果が或る程度現れている。

試験片の板幅の効果は，板幅が極端に狭くなるか，

溶接の残留応力が大きくなる板幅の非常に広い継

手でないかぎり試験結果に影響が出ないようである。

　これら．疲れ特性のデータは53年度末より順次デ

ータシートとして刊行されていく予定になってい

るo

　このデータシート作成のための疲れ試験計画邊100

は53年10月にほぼ終了するが，以後そのデータ

の解析を行ってデータシートの作成を行うと同

時に，標準的な疲れ言式験条件の規格化も行って　　1〇一

いきたい。

　図はSM50材の板厚，9，20，40㎜のリブ十字
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モリブデン板の再結晶集合組織の制御

　Mo及ぴその含金は，将来の原子炉，核鰍含炉材

料として有望視され，精力的に研究が遼められて

いる。しかし構造材料として利用することを考え

た場含，その集含組織によって強度や靱休に大き

な異方健が生ずることはすでに知られているし，

またある穣の核矧外（例えばブリスタリングなど）

も集含組織に依存することが予想されている。こ

のためMo及ぴその含金の集含組織制御についての

基礎資料は十分に積み璽ねておく必要があるが，

現状は極めて不十分な状態にあると云えよう。

　非鉄金属材料研究部では，以」二のような観、［匁か

ら，粉末冶金法によって製造された純Mo熱延板

から出発して，再結晶集含組織に及ぽす圧延加工

と熱処理条件の効果について詳しく調べている。

　以下，現在までに得られた緒果の概要にっいて

述べる。市販の板厚2mmの熱延Mo板（P／M－Mo）

に遭当な焼鈍を行って，完全に再結晶させ，再結

晶粒の方位分布をほぼランダム化した後に，圧下

率80％までストレート圧延及ぴクロス圧延した。

得られた圧延集含組織は著しく強い1100／＜0夏王〉方

位が主成分となり，高圧延側でも11u／＜ヱ12〉，1112／

〈110〉方位成分は非常に微弱であることが特徴であ

った。

　一方，これらの圧延板を焼鈍した場合は，再結

晶集含組織は1100｝〈011〉方位が優先的に発達する

傾肉が強いが，ある種の方位成分の強度は，

焼鈍時　　　　　　　　R‘

の加熱

連度に

よって

欝しい

受ける

ことが
半1」った。

例えば

ストレ

ート圧、

鴉ool
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図　P／M－Mo試料の再繍蝶含縦織を承す
　　1200｝極、煎図。ストレート圧延，焼鈍の

　場含。（圧斑率80％，棚熱速度100℃／hr）

延の場含，喬式＊斗を徐熱焼鈍することによってかな

1）強い1至1至／〈豆12〉成分を発達させることが1圭1来る。

（図及ぴ写真参貝罰）。　しかしクロス圧延の場含，

1111／〈112〉成分強度は加熱遼度にあま．）依存せず，

その反繭急熱焼鈍によって1ヱ00／成分が発達する。

またX線回折線の半価巾の測定から認められた圧

延試料の固復逮度の方位依存雛は，ストレート，

クロス圧延ともに｛至1至｝＞｛112｝〉｛OO〃　の州薬に

なっている。

また，クロス圧延の場含は，ストレート圧延の場

含に比較すると，圓復漁度が高榊賀11にシフトして

お1），このことはクロス圧延過程申に形成される

微細組織申の歪蓄積度がストレート圧延の場含よ

りも小さいことを示唆している。

　これらのことから，ストレート圧延の場含，再

結晶集含組繊としてlm｝＜112〉成分の発達が加熱

遠度に依存するのは，　圧延集合組織形成の段階

ですでに1112／＜1ヱ0〉成分がクロス圧延の場含よ

り発達しておリ，この成分が圧延，焼鈍の過程で

1111／〈1i2〉成分に変換するため，およぴ焼鈍時に

おいて1ヱ1王／＜hkl〉方位をもつ微細級織の回復速度

が他方位をもつ微細組織のそれよ’）早いためであ

ると角翠釈できる。

　概酪的に云って，以上の結果は鉄鋼材料におけ

る集含級織制御の結果と類似していると云える。

しかし壬がら，Mo多緒晶板で見られた特徴として，

鉄鋼材料に比較して，圧延時において11至1／，11呈2／

及び1玉10／成分が発達し難いこと，また粒界周辺で

の局所的変形（結晶回転）の度含が小さいことが

挙げられる。

写興　P／M－Mo，1武料を80％正1≡。雄した後1300℃

　　（触1熱速疫100℃ノhrjて’1掠字閥焼翁臣して
　　｛尋られる土I…。垂垂i繭の芋導幸書』弓～，招1寺談、、ストレ

　　ー一1ゾ1≡犯，焼銚の場余、、ヒ’・｝1・を禽む

　　繍■舳1止がl／l／lくト沁
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遊星圧延機の圧延機構
　遊鍛圧延機は，遊娘状に配列した多数の小径ワ

ークロール群（適常20～26本）を公転させ，各々

のロールが材料に次々と雛い転圧加工を与えるこ

とによつ，金イ本として1圓のパスで95％以上とい

う高い圧下率の圧延（例えば50mmの板摩の材料を

2．5剛m以下の板に圧延）を行なうことができる。

この圧延機構は，2本のワークロールによる連続

的な圧締加工である従来の圧延方式とは根本的に

異なっている。しかし圧延巾の材料の変形挙動に

ついての詳しい研究はほとんどなく，仮定にもと

づく圧延’機構の理論モデルが推鴫されてはいるも

のの，その妥当牧について実激的な評伽iはなされ

ていない。

　金属加工研究部では，遊星圧延機の圧延特性を

明らかにするため，その圧延の変形機構について

実験と理論の両繭より検討を加えている。さきに

アルミニウムについて実測した荷重特性が筆者ら

によって提口昌された理論の解析結果と矛盾しない

ことを紹介したが（金材技研ニュース，王976，Nα

9），これはあくまで間接的な検証であつ，荷重

特性も本質的には変形申の材料とロールの幾何学

的な関係に支配されている。ここではその関係をモ

デル化した理論と直接比較するための実験を行な

ったので結果の一部を紹介する。

　遊星圧延機における最も大きな特徴は，図1に

示すようにワークロールの公転とともに材料の変形

が進み，両者の幾何学的な関係が時々亥I」々変化す

ることである、、そしてこの遡程は後続するローノレによ

此olλ仰1j微尾」1

’ll：舳111」微11、工

苫・：ロー・一ル曇1りの送り

　y螂泣ハ＾肋

　　　｛’

／
！

ノ

サ、，　　’蕊
1〃

ワークロール

（lll；1：ぐら）

1（ぷと）

「

図1　圧延機構の概念図

ルが’現実に

適用しイ尋る　？
　　　　　　32
ことを実鰍　　岨
　　　　　　套
去二よ　≡）辛刀め　　……

て明らかに　崇
　　　　　　靴
した。　　　ζ

　このよう

にして圧延　0
’機構を解明

し，理論を

確立するこ

とは，最遭

な圧延条件

の設定や制
　　　　　　？1O御，圧延板　占

の精度絢上　6

あるいは圧三　、5
　　　　　　黒
延機の設計　ξ

や改良に役

立てること　o
ができる。

り閉欠的に繰返えされる。そ二で1木のワークロ

ールに満冒し，その位概αに対応して変化す引二王1

延方向仰び8を実湖して，この非定常的な1三正1延辿

程の様相をとらえることを試みた。実物の日三延機

は構造が複雑なことと，変形が商連で逃行するため

その過秘を観測するのはかなり燃かしく，当初は

ジ、皇本自勺な構造と機能のみを有する納尺％の模1葦■！三二＝1≡

延機を言式作し，プラスティシン（榊件加二1二σ）＝多ξ炊

で多用される一椛の汕柵一二）を王二1三延Lて洲定を千」＝

なった。これより得られた8一αlH1級を珊、諭■llI糾

と比鮫すると図2に示すように一一・定の条件糊月＝1で

弼者はきわめて良好な一致をホすことが確かめら

れた。また最近行なった実機によるアルミニウム

の冷間圧延においても図3に示すように実湖11仇

は理論繭線に一致することが確認され，圧延機構

の理論モテー
　　　　　　　｛プラステイシン）
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1出願公開発明の紹介】

強度と低温延性のすぐれた　　特開昭52－145322

フコニライト鋼　　　　　　　紹和52年至朋3日

　Feの他にCO．O05～0．1％，Si又はTi0．7～3％，必

要に応じてM王～3％を含有させた低温用の鋼で

ある。この鋼は最低使用可能温度が一至96℃で，し

かも従来の9％ニッケル鋼よつ安価であ且），寒冷

地の構造物や低溜江、学方而への応用が期待される。

鉄中の非鉄金属の回収法　　　特撤召53一至4102

　　　　　　　　　　　　　　昭和53年2月8日

　製錬雛棄物，暦鉄に硫酸鉄の他塩化鉄又は塩化

カルシウムを混含し，加熱して得られた生成物を

粉砕，磨鉱した後，浮遊遼鉱により非欽金属硫化

物を主とする浮鉱と，酸化鉄を主とする沈鉱とに

分離し，鉄中の非欽金属を則収する方法である。

原料として鋼メッキ雁鉄，含金鋼，または有価金

属濃度の低いものでも効果的に処理できる。

金属の拡散接合法　　　　　　特開昭52－149245

　　　　　　　　　　　　　　昭和52年12月至2B

　接合金属表面にグロー放電を用いて第3金属を

メッキした後，カ嘔按合する金属の接含法である。

本方法は従来法より接合金属とメッキ眉簗の結合性，

メッキ膜の均一化，摩さを選べる点において優れ

ている。そのため少ない形状変化，低い接含温度

で，簡便に信頼性の高い精密接合が可能である。

共晶炭化物分散強化鉄合金　　特開昭53一一39亘7

　　　　　　　　　　　　　　昭和53年I月至畑

　炭化チタンまたは炭化ニオブをクロムまたはク

ロムとニッケルで懸溶強化した鉄合金素地申に溶

湯の凝園過程で共晶として分散させた後，鍛伸加

工を施した分散強化型の耐熱合金である。この合

金は溶融温度まで分散相と素地金属が反応するこ

となく安定で至000℃以上でも強度が維持できる。

銅の電気化学的採取法　　　　特開昭53－14u6

　　　　　　　　　　　　　　昭和53年2月8日

　一般に，電解は外部から電解質に供給される電

カによって行うが，この発明は電解槽の化学エネ

ルギーにより発生した起電力を利用し水溶液の銅

イオンを金属鋼として得る金属電解採取法に関す

るものである。

凹凸のある金属表面　　　　　特開昭53一至4呈32

　　　　　　を侵る方法　　　昭和53年2月8日

　写真乾板を利用して金属薄膜を作製する方法に

関するもので，写真乾板上に金属薄膜を蒸着して

画像の明暗に対応した凹凸金属表面を得ること，

また該薄膜上に台板を接蒲し，該薄膜を台板と共

に乾板から剥離することを特徴とする乾板の凹凸

に対応した金属表面を得る方法である。この発明

は，表面ひずみの計測法のモァレ縞渕定用の光学

用固折格子作製等に利用できる。

令短　　信令

⑧受　捜
　目本鉄鍋協会ヘンダーソン蟹
　顯中紘一　疲れ試験部主任珊究官
　松岡三郎　　　”　　研究員
　禽沢和徳　　　〃（現在：長野県上松申学校勤務）

　「S　N　C　M8鋼の組含せ荷重疲れ試、験下におけ

るき裂の発生と伝ぱ」の論文に対し昭和53年10月
3日表葦多を・受けたo

⑧海外出張

　新居和嘉　腐食防食研究部第1研究室長
　第7回国際金属腐食金議に舳鷲のため日召和53年
10月1日から紹和53年10服3Bまでブラジルヘ出

張した。

　前霞　弘　電気磁気材料研究部第3研究室長
　葬晶質磁気記惚材料に関する研究のため昭和53
年10月3冒から昭和53年12月1日までの予定でア
メり力含衆国ペンシルバニア大学へ舳長した。
　古屋一夫　原予炉材料研究部傲究員
　核徽含炉榊オ料の照射効果に関する研究のため

紹和53年1閉4墜から沼和54年10月3日までの予
定でアメリカ含衆国シンシナテイ大学へ出張した。
　増本　剛　金縄物理研究普1帳
　3元化合物半導体に関する猟究調査のため日締口
53年10月14日から日醐］53年10月29日まで東ドイツ，
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